
キリシタン資料における「sonsonete」

－『対訳ラテン語語葉集』からー

馬場良二

0. はじめに

私は、1989年に熊本女子大学に赴任して以来、イエズス会士 Joao

Rodriguezの『ARTEGRANDE~ を読んでいます。『ARTE GRANDE~ 

というのは、長崎で印刷され、 1608年ごろ1に出版された日本語の文法

書です。当時のイエズス会士たちに日本語を教えるために編まれたもの

で、世界に 2部しかのこっていません。 1部は英国オックスフォード大

学のBodleian図書館にあり、 1部はスコットランドの Crawford伯爵家

が持っています。 Crawford本を見せてもらいにエジンバラのスコット

ランド国立図書館へ行った時、親しくなった司書に「何で 2冊しか残っ

ていないんだろう」と聞いたら、「日本では、キリスト教が禁止された

んだろ？」と問い返されました。そう、『ARTEGRANDE』はヨーロツ

パ人が作ったものだけれど、日本にいるイエズス会士たちの日本語教育

のためのもので、他の地では必要がない。何冊かはバチカンに送られた

だろうけれど、ほとんどは日本にあり、そ して、 焼かれたんだ。

『ARTEGRANDE』の成り立ち と構成、 用語を研究し、当時のポルト

ガル人がそれを通して日本語を見た、古典ラテン語とポルトガル語のフ

ィルターがどのようなものであるかあきらかにしよ うとしています。そ

して、 2017年発行の第 13号『文彩』の「Joao Rodriguezを追い続けて」

では、『ARTEGRANDE』の中での、用語 「sonsonete」の意味と用法に

ついて、先達の研究の誤謬にふれ、キリシタン資料をつかった日本語研

究の姿勢を批判しました。

その「Joao Rodriguezを追い続けて」の最後で、「研究がすすみ、『ARTE

GRANDE』に私の見つけきらなかった 「sonsonete」が三つあること、

また、『羅葡日対訳辞書』、『日葡辞書』、『サントスの御作業』に「sonsonete」

があらわれていることがわかった。前者に関しては、今年度の紀要に盛

り込むつもりだ。後者に関しては、詳細に検討し、来年度の紀要に書こ

1 「1608年ごろ」としたのは、表紙には「1604年」となっているのに、奥付
では「1608年」となっているからです。多分、出版許可を得たのが 1604年で、
奥付の版組が「1608年」だったのだろうと思います。
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うと思う。」と述べました。間違いなく、前者については 2016年度の紀

要に書きました。 「Joao Rodriguez’S‘sonsonete’in ARTE GRANDE」です。

後者について、つまり、『ARTEGRANDE』ではなく、キリシタン資

料である『羅葡日対訳辞書』、『日葡辞書』、『サントスの御作業』にあら

われる、さらに、 JeronimoCardosoの編んだラテン語ーポノレトガル語辞

書と BentoPereyraのポルトガル語ーラテン語辞書にあらわれた

「sonsoneteJについて、調べたことをここにまとめました。

1 .「キリシタン資料」とは

私が思うに、世界最初の組織的2な日本語教育は、この九州における

イエズス会によるものでした。

1543年にポルトガル人が種子島に鉄砲を持って、やってきました。

1549年には、あのフランシスコ ・ザビエノレ3が日本に来日、布教はすすん

で、 1577年にJoao Rodriguezが来ました。当時は、まだ 10代半ばの少

年だったようです。 1582年に大友宗麟、大村純忠、有馬晴信の名代と

して天正遣欧使節団がバチカンにおくられたころが、日本におけるカト

2韓半島と日本は物理的に近く、イカダででも往来ができます。熊本県と姉妹

関係にある大韓民国、忠清南道の公州市にある古墳、長輩、主り麗は景観が藤ノ

木古墳と酷似しているし、金環の耳飾りや靴などの遺物は同じです。交流は
古く、深く、大和の人が半島に、そして、大陸人が私たちの島へ流れ着いた
とき、人と人との問で日本語がかわされたに違いありません。それは、個人的
な日本語教育です。

3ザピエルは、 1506年頃現在のスペイン、ナバラ州に生まれ、 1552年12月に
中国でなくなりました。ザピエルは、イエズス会の創始者の一人で、その死

の70年後の 1622年3月に聖人に列せられました。聖人になること自体が大

変なことですが、 70年というのは異例の速さです。カトリックの世界で、ザ
ピエルはとりわけ偉大な人だったのです。
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リック布教の全盛期でした。その後、使節団が帰国する前、 1587年に

秀吉がパテレン追放令を発布、 1612年に徳川幕府のキリシタン禁教令

がだされ、本格的な迫害が始まりました。

当時の言語学習は、辞書と参考書とリーダーを使って翻訳していくの

が普通でした。九州｜のイエズス会土たちの日本語学習もおなじで、その

ために作成された書物が「キリシタン資料」4です。

15世紀にドイツのヨハネス・ゲンスフライッシュ・グーテンベルク

が発明した印刷機は、天正遣欧使節団の帰国船に乗せられ、 1590年に

長崎県、加津佐町におかれました。このとき、すで、にパテレン追放令が

出されており、 1591年に天草へ、 1597年に長崎へ移されます。そして、

1614年、マカオに追放されます。

「キ リシタン資料」とは、 1590年から1614年までの 20数年間にこ

の印刷機で刷られたイエズス会の刊行物のことです。

加津佐では『SANCTOSNO GO SAGVIO：サントスの御作業』（日本

語、ポノレトガル語、ローマ宇）5 が、天草では『FIDESNO DOXI：ヒデ

スの導師』（日本語、ローマ字）、『ばうちずもの授けよう（洗礼の授け

方）』6 （日本語、 国字）、『DoctrinaChristii.o （公教要理）： どちりなき り

したん』（日本語、ローマ宇）、『FEIQEMONOGATARI：平家物語』 （日

本語、ローマ宇）、『Qincuxu：金句集』 （日本語、ローマ字）、『ESOPONO

FABVLAS：イソポの フ ァプラス 』 （日 本語、 ローマ字）、 『DE

INSTITVTIONE GRAMMATICA：ラテン文典』（ラテン語、ポル トガル

語、日本語、 ローマ宇）、 『DICTIONARIVMLATINO LVSITANICVM, AC 

IAPONICVM：ラポ日対訳辞書』（ラテン語、 ポルトガル語、日本語、

ローマ字）、『Contemptusmundi：コンテムツスムンジ』（日本語、ロー

マ字）、『ExercitiaSpiritualia （心霊修養）』（ラテン語、 ローマ字）、

『CompendiumSpiritualis Doctrinae （精神教理提要）』 （ラテン語、ロー

マ字）、 『COMPENDIVMManualis Nauarri （ナヴアルスの祈祷提要）』（ラ

テン語、ローマ字）の 12種が、長崎では『さるばとるむんぢ （救世主）』

4 「キリシタン資料」 には、ヨーロッパの人が日本語や歴史を学ぶためだけで
なく、日本人がラテン語やポル トガル語、そして、ヨーロッパの文化を学ぶ
ためのものもありました。
5 ( ）内は、用いられている言語と文字を示しています。 ローマ字で、書か
れているものの書名はローマ宇で表記し、 通用の国字表記をそえました。
6 『 』内の （ ）は、ポルトガル語、ラテン語の書名の日本語訳、ある
いは、わかりやすい日本語にしたものです。
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（日本語、国字）、 『落葉集』（日本語、国字）、『ぎやどぺかとる（罪深

き者を導く書）』（日本語、国字）、『朗詠雑筆』（日本語、漢文、国字）、

『DoctrinaChristiio：ドチリナキリシタン』（日本語、ローマ宇）、『どち

りなきりしたん』（日本語、国字）、『おらしよの翻訳』（日本語、国字）、

『AphorismiConfessariorum （告解の金言）』（ラテン語、ローマ字）、

『VOCABVLARIODA LINGOA DE IAPAM （日葡辞典）』（日本語、ポノレ

トガル語、ローマ字）、『ARTEDA LINGOA DE IAPAM （日本大文典）』

（ポルトガル語、日本語、ローマ宇）、『Manualead Sacramenta （秘跡提

要）』（ラテン語、日本語、ローマ字）、『SpiritualXuguio：スピリツアル

修行』（日本語、ローマ宇）、『Flosculi（精華）』（ラテン語、ローマ字）、

『ひですの経』（日本語、国字）、『太平記抜書』（日本語、国字）の 15

種が出版されました。

このうちの『SANCTOSNO GO SAGVIO』、『FIDESNO DOXI』、『ば

うちずもの授けよう』、『DoctrinaChrist丘o』、『Contemptusmundi』、

『Exercitia Spiritualia』、『 Compendium Spiritualis Doctrinae』、

『COMPENDIVMManualis Nauarri』、『さるばとるむんぢ』、『ぎやどぺ

かとる』、『どちりなきりしたん』、『おらしよの翻訳』、『Aphorismi

Confessariorum』、『Manualead Sacramenta』、『SpiritualXuguio』、『ひです

の経』は宗教書7、『FEIQEMONOGATARI~、『Qincuxu』、『朗詠雑筆』、

『ESOPONOFABVLAS』、『Flosculi』、『太平記抜書』はリーダーです。

『FEIQEMONOGATAR!jと『太平記抜書』は、日本の歴史や社会、文

化、習慣について学ぶ日本事情の書としても役に立ったことでしょうし、

『ESOPONOFABVLAS』は日本人が西洋の文化、習慣、考え方を身に

着けるのに役立ったことでしょう。 『Qincuxu』は日本の名言を集めたも

ので、日本事情の書としても、また、語学の例文集としても使われたと

思います。

そして、辞書には、『DICTIONARIVMLATINO LVSITANICVM, AC 

IAPONICVM』、『落葉集』、『VOCABVLARIODA LINGOA DE IAPAM』

が、文法書には 『DEINSTITVTIONE GRAMMATICA~ と『ARTE DA 

LINGOA DE IAPAM~ があります 7 0 

宗教書には日本語で書かれたものとラテン語で書かれたものがあり、

後者はローマ字が用いられ、そして、前者にはローマ字と国字のものが

あります。ラテン語で書かれた宗教書はヨーロッパ人がカトリックを勉

7ただし、『SANCTOSNO GO SAGVIO』の巻末には Icotoba no yauarague」
があり、わかりにくいであろう日本の語をポルトガル語で、説明しています。
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強するために刊行されたのであろうし、日本人が神学を、そして、ラテ

ン語を学習するためでもあったでしょう。一方、日本語で書かれたもの

のうち、 ローマ字が用いられている書物は、主にヨーロッパ人が日本語

を学習するため、そして、日本人が教理などのキリスト教の知識を身に

着けるためのものであったでしょう。国字を用いて日本語で書かれた宗

教書は、主に、日本人の信徒や聖職者を目指す日本人が勉強するために

編まれ、ときによっては、ヨーロッパからのイエズス会士たちが日本語

教育のために使ったと考えられます。

リーダーに分類した中の『Flosculi』だけはラテン語で書かれています。

「flosculi」というのはもともとがラテン語で「花」を意味する語で、

キケロやアリストテレスなどの古典的な著作のアンソロジーのことを

言います。『ESOPONOFABVLAS』と同じように、日本人がヨーロッパ

の考え方や哲学を理解し、そして、ラテン語を学ぶために刊行されたの

だと思います。西欧世界の 『Flosculi』に中国文化圏の日本で対応するの

が、 『朗詠雑筆』です。『朗詠雑筆』には日本でよく知られていた漢詩、

漢文や和歌、また、一般的日本人のための初等教科書『実語教』からな

どの抜粋が日本語と漢文とで掲載され、当時の日本人の常識的知識がま

とめられていました。ヨーロッパから布教にやって来たイエズス会士た

ちは、興味を持って読んだことでしょう。

『DICTIONARIVMLATINO LVSITANICVM, AC IAPONICVM』はラ

テン語の見出し語にポルトガル語、日本語の訳がならべられている辞書

で、ヨーロッパ人、日本人双方のラテン語学習に用いられました。キリ

シタン版の 『落葉集』を日本人が使うこともあったかもしれませんが、

その出版の第一の目的はヨーロッパ人が日本の文字で書かれた日本語

を読むときのため、そして、日本語の表記と語棄を習得するためだ、った

と思います。 『VOCABVLARIODA LINGOA DE IAPAM』はローマ字で

表記された日本語ーボルトカマル語辞書で、日本人が使うことはまれだっ

たでしょう。見出し語が 32,000あり、当時地球上で出版されていたす

べての言語の辞書のうち最大のものの一つでしょう。

『DEINSTITVTIONE GRAMMATICA』はラテン語で書かれたラテン

語の文法書で、動詞の活用表を中心にところどころにポルトガル語、日

本語の訳や説明、例文があります。 16、17世紀の西欧世界、あるいは、

ローマ・カトリックでの共通語はラテン語でしたし、とくに、学術的な

勉強をするためにはラテン語が必要不可欠でした。また、「 2. 大航海
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時代とイエズス会」でも述べるように、イエズス会は教育と研究を重要

視しています。設立当初はプロテスタントその他の反カトリック的な力

に対抗するための理論武装が必要であったし、そうでなくても、教育を

重視する姿勢はひきつがれ今日にいたっています。そこで、イエズス会

は、イエズス会におけるラテン語教育のため、 ManoelAlvarezに文典の

作成を命じ、 1572年に『DEINSTITVTIONE GRAMMATICA』が出版さ

れます。日本向けに改編した天草版の印刷は1594年でした。天草版は、

ヨーロッパ人にも日本人にもラテン語の習得に役立ったでしょうし、日

本語の語例や例文があったので、ヨーロッパ人の日本語学習にも役立っ

たはずです。それだけでなく、その日本語例文などが『ARTEDA 

LINGOA DE IAPAM』に採用されています。

この『ARTEDA LINGOA DE IAPAM~ も日本人が読むことはなかっ

たと思います。

以上、ここに紹介したキリシタン資料は全部で 28、前述したように、

このうちの6冊『SANCTOSNO GO SAGVIO』、『九rfanualeαdSacramentα』、

~ DICTIONARIVM LATINO LVSITANICVM, AC IAPONICVM l、
W VOCABVLARIO DA LINGOA DE IAPAM』、 IDE INSTITVTIONE 
GRAん1MATICA~、『ARTE DA LINGOA DE IAPAM』にはポノレトガノレ言吾が

つかわれています。

2. 大航海時代とイエズス会

『VOCABVLARIODA LINGOA DE IAPA九f』は見出し言吾が 32,800、

『ARTEDA LINGOA DE IAPAM』も 488頁の大著で、日本語の文法、

発音、方言、手紙の書式、時刻、年号などこと細かに記述されています。

ポルトガル人が日本に来てから禁教令が出されるまでが 70年、そして、

印刷機があったのが 24年、このわずかな期間に、なぜこれほど質の高

い、多くの出版が可能だったのでしょうか。

その理由の一つが、時代背景です。

ヨーロッパはアジアと地続きですから、人類発生当初から「東には富

がある」と思っていたことでしょう。そして、 1271～何年マルコ・ボ

ーロがアジア諸国を旅行し、ルスティケロ・ダ・ピサがその話をまとめ

ました。 『東方見聞録』です。 1492年にアメリカ大陸に到達したクリス

トファー・コロンブスも読んでいたに違いありません。大航海時代の幕

開けです。 1497年にはパスコ・ダ・ガマが喜望峰を回ってインドに到
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達、それから 50年、彼らは、東の果て、日本へとやって来たのです。

国家権力を背景に西へ東へ航路を広げ、西欧諸国が富を拡大していく

一方、カトリックは腐敗していきました。教会内部の腐敗は、聖職者自

身によるカトリック批判を招き、内部での改革がめばえます。そこに教

皇レオ 10世による購宥状の発売が開始され、金銭によって罪がつぐな

える、さらには、購宥状の購入によってしかあがなえない、こととなっ

てしまいました。ヨーロッパ、カトリックの改革は、まずは、内側から、

そして、外債IJからなされたのです。ルターのカトリック批判に対し、イ

エズス会は習慣化していた多くの精神生活的日課を廃し、教育と研究、

ヨーロッパにおける伝道、学校の設立と運営、異教地における布教には

げみま した。カトリックは最大の危機をのりこえ、ヨーロッパは東方へ

全世界へと躍進していったのです。

世界に広がろうという機運の中、イエズス会は日本に到達し、布教を

すすめ、出版物を旺盛に世に問いました。

3 対訳ラテン語語葉集

豊島（2012）によると、「対訳ラテン語語葉集」は、「16世紀末～17

世紀初頭にイエズス会が作成した語葉集の うち、日本語とポルトガル

語・ラテン語との対訳語葉・辞書を中心とする当時の多言語辞書に注目

し」以下の辞書8から任意の語を検索できるようにしたネット上の検索

エンジンです。

1. Cardoso : Latin to Portuguese dictionary (1592) 

2. Cardoso : Portuguese to Latin dictionary (1592, annex to the 

above) 

3. Calepinus polyglott dictionary (1592) Venezia edition : (Latin 

only) 

4. Dictionarium Latino Lusitanicum ac J aponicum (1595) Amacusa 

(Jesuit Mission Press) 

5. Vocabulario da lingoa de Japam (1603-1604) Nagasaqui (Jesuit 

Mission Press) 

6. Barbosa: Portuguese to Latin dictionary (1611) 

8 「LatinGlossaries with vernacular sources対訳ラテン語語葉集」

http://joao-roiz.jp/LGR／、から。
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7. Bento Pereyra : Portuguese to Latin dictionary (1697) 

8. Nizolius: Thesaurus Ciceronianus (1595) Basel edition (Latin 

only) 

1と2のJer6nimo Cardosoは、 1508年にポルトガル北部の古都ラメ
ーゴで生まれた、ポルトガル語学者、ラテン語学者、辞書編纂家で、ポ

ルトガル語で詩作する先進的な文学者でした。彼の辞書は、

『DictionariumLatinolusitanicum et vice versa Lusitanico latinum』で、ラ

テン語ーポルトガル語、ポルトガル語ーラテン語が一冊になっています。

3のAmbrosiusCalepinusは、1440年にイタリアのベルガモで生まれ、

1458年にアウグスティノ修道会土となっています。1590年に出版され

た『AmbrosiiCalepini dictionarium undecim』では、ラテン語にへプライ

語、ギリシャ語、フランス語、イタリア語、ドイツ語、ベルギー語、ス

ペイン語、ポーランド語、ハンガリ一語、英語の十の言語の対訳がつい

ています。

4は天草で印刷、出版された『ラポ日辞書』、 5は長崎で行われた『日

葡辞書』で、これらの 2冊はイエズス会によって作成されました。

6のAgostinhoBarbosaは1589年にポルトガノレヰヒ部の街、ギマランイ

スに生まれ、 1611年にポルトガル語ーラテン語の辞書『Dictionarium

Lusitanico-Latinum』をイエズス会から出版した会土です。1208頁に及

ぶ大部の辞書で、 7のBentoPereyraが「既存の辞書の中で最も大きい

辞書だ」と言っています。

その BentoPereyraもポルトガル人のイエズス会士で、 1605年にエヴ

ォラ県の街、ボ、ルバで生まれました。 1647年にリスボンで出版された

『Tesauroda lingua portuguesalJは版を重ねるごとに増補されており、「対

訳ラテン語語葉集」がデータとしたのは 1697年版です。

8のMariusNizolius は、 1498年に生まれたイタリアの人文学者で、

1535年に『ThesaurusCiceronianus]Jを出版しました。これはキケロの著

述に現われる語葉の辞書で、多くの版を重ねています。

「1.「キリシタン資料」とは」で見たように、全 28の書物のうち

「sonsonete」が現われる可能性のあるもの、つまり、ポルトガル語が

つかわれているものは5冊で、そのうちの『DICTIONARIVMLATINO 

LVSITANICVM, AC IAPONICVM』、『VOCABVLARIODA LINGOA DE 

IAPAM』が「対訳ラテン語語葉集」でデータベース化されています。 5
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冊のうちの『DEINSTITVTIONE GRAMMATICA』はポノレトガル語によ

る記述自体がわずかで、 「sonsonete」は使われていません。『SANCTOS

NO GO SAGVIO』で使われている「sonsonete」はのちほど取り上げま

すし、『ARTEDA LINGOA DE IAPAM』の「sonsonete」は 2016年度の

紀要に書きました。

その「対訳ラテン語語葉集」のページの検索窓に「sonsonete」を入

力する とIDICTIONARIVM LATINO LVSITANICVM, AC IAPONICVMJL 
『VOCABVLARIODA LINGOA DE IAPAM』、そして、 BentoPereyraの

ポノレ トガル語ーラテン語辞書の 3冊に、計九つヒットします。そのうち

の1番目が、以下の記述です。

( 1 ) orosodia 

DL1595 DL649A33 

Prosodia, ae. 

[P]Lus. Acento, ou sonsonete das pαlauγαs. 

[J]Iap. Cotobαno cαigo. 

「DL1595」は4の『ラポ日辞書』のことで、その 「prosodia」の項

にポルトガル語の説明として 「Acento,ou sonsonete das palauras.」、日

本語での説明としてにotobanocaig凸.Jとい う記述が見られることを示

しています。

その影印が影印 1（『羅補日対訳辞書』1979から）で、見出し語が

「Prosodia,ae.」であることがわかります。これはラテン語辞書の伝統

で、名詞の場合、単数主格形のあとに属格形の語尾を表示するのです。

こうすることによって、その名詞がどのような語形変化をするのかが明

確にわかります。「Lus.」はラテン語でポルトガル語を示す「Lusitanus」

の短縮形、同様に、 「lap.」は「Iaponis（日本語）」の短縮形です。そし

て、 ［P］はポルトガル語、［J]は日本語です。

l'tofoiia,, •· L.-. Acemo, oul助命0・z・l
d•s p~l4'~tr••· ltp. Cocobano caig，δ． 

震予印 1 Prosodia 

つまり、影印 l9は、ラテン語の 「prosodia（音調、アクセント：単数

9 影印 lの「Lus.」、「<las」、「palauras」の「s」は短いですが、「Prosodia」、

「sonsonete」の「s」は長い「f」になっています。
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主格形）Jの属格系の語尾は 「記」で、ポルトガル語では「Acento,ou 

sonsonete das palauras （アクセント、あるいは、語の sonsonete)J 、日

本語では「Cotobanocaig凸10」の意味があるということです。

4. キリシタン資料における rsonsone恰」
「対訳ラテン語語葉集」でヒットした残りの八つの「sonsonete」と

該当箇所の影印を見てみましょう。

(2) t豆旦QI
DL1595 DL815B31 

Tenor, oris. 

[P]Lus. Acento, ou sonsonete das palauras. 

[J]Iap. Cotobano caigo. 

Tenor. 6ri,. Lu•. A~ento,oU Jor.torH:rc ld” 
pa1aorcls. lap. Cc..t(th,1.0 caibO・ 9Jln-
t~rdum, Tsoらいllor<l叫』contmuada.. lap. 
Von"1' 16ni ：~ uz.:ut.ll~ ~id.a ・司 Tener
pugnz.‘ Lu,.T~·· ら uu n1~neir1t <'a f clei ja.. 
lap TょtaCAi）＇ゐ．

影印 2 Tenor 

『ラポ日辞書』での「tenor」についての記述は「prosodia」のと同

じです。違っているのは、「宜11 Interdum （ラテン語：時々）」以下で、

ポルトガノレ語で、「Teor,ou ordem continuada （継続する制度、あるいは、

秩序）」、日本語で「Vonajiyoni tc;uzzuqu xidai （同じようにつづく次第）」、

さらに、ラテン語で「Tenorpugn記（戦い方）」、ポルトガル語で「Teor,

ou maneira da peleija （戦いの方法、あるいは、やり方）」、日本語で

「Tatacaiy凸」とあります。

(3) asocona [P］τItem, Interi. De espanto como 
DJ160312 DJ013C47(Dl) [J] Areua, 

[P] com hum certo sonsonete. 

10 「caigる」は「開合」で、国語学会（1980）に「中国・日本の音韻学で、口
の聞き方などの印象で発音の違いを区別する用語」とあります。
11 「町」は、新しい段落が始まることを示すマークです。

12 「DJ1603」は、『日葡辞書』を示しています。

nF山aaτ 



影印 3 Asocona 

『日葡辞書』13の記述です。 「Afocona」は「Asocona」で、 「あそこな」。

「Pron.」は「Pronome（代名詞）」で、 rAquelle, aquella, OU daquella parte.」
は現在のつづりの「aquele（あの）Jの男性形と女性形、「OU」は英語の

「or」で、その後の 「daquellaparteJを直訳すると 「あの部分の」とな

ります。

「百」以下の「Item,Interi. De espanto coma Areua, com hum certo 

sonsonete.」は、「さらに、感嘆詞。ある種の sonsoneteをともなった 「あ

れは」14 のような驚きをあらわす」と訳せます。

(4) couasaqi [J] Couasaqi. 

DJ1603 DJ060C17(P4) [P] Som, ou sonsonete de palaura. 

Co1.tafaqi •. r•··州h”（ol舵·~· H州削減
影印 4 Couasaqi 

「couasaqi」は「声先」で、「Som」はポルトガル語 「音、声」、「sonsonete

de palauraJは、（1）、（2）に現われた、「sonsonete<las palauras」と定冠

詞「asJの有無と名詞 「palauraJの単複とがことなっていますが、意

味は同じだととらえていいでしょ う。

(5) cuchibiai [J] Cuchibiqi. 

DJ1603 DJ062C40(Q2) [P] Sonsonete, ou modo de falar, pello qual se 

entende de hum que consente, ou concede 

algua cousa, &c. 

13影印は、『日葡辞書』（1973）によっています。
14当時の「あはれ」は、現代語の「ありや ！？」 に相当するものと思われま
す。
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景5印 5 Cuchibiqi 

「cuchibiqi」は「口びき」で、「Sonsonete,ou modo de falar, pello qual 

se entende de hum que consente, ou concede algiia cousa, &c.」は「あ

ることに同意している、あるいは、認めているということがわかるよう

なsonsone旬、あるいは、話し方」です。

(6) cuchiburi 

DJ1603 DJ062C44(Q2) 

[J] Cuchiburi. i. Cuchibiqi. 

[P] Modo de falar, ou sonsonete das palauras. 

仏J(hiburi.-i. c~chibiqi. 
ゆ司（Ofttft) d•spi14111"aJ • 

Modo41fM≪1 

景~ ~[J 6 Cuchiburi 

「cuchiburi」は「口ぶり Jで、「口びきに同じ」。「Modode falar」は

(5）にもあるように「話し方」で、「sonsonetedas palauras」は（1）、（2）、

(4）と同じです。

(7) ill.丘ι＜＜1s [J] Toin. Taitono coye. 

DJ1603 DJ259D22(Ttt3) [P] ＼，七z,ou sonsonete proprio da China. 

Toin. r ~itるno coye • JI O':(. , ・.f!I [Jonjm1Je] 
''J ffio J.i Cbiiw • 

影印 7 TOin 

15開合をあらわす「v」が、モニター上でズレたものと思われます。本来は、
「toin」と表記されるべきものです。
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「Toin」は「唐音jで、「Taito」は「大唐」、「coye」は漢字の音のこ

とです。ポルトガル語の「Voz,ou sonsonete proprio da China」を訳す

と、「声、あるいは、中国本来の sonsonete」となります。

(8) couairo [P] *16 fl Item, Sonsonete, ou toadαda voz. 
DJ1603 DJ341D25S(r3) 

Cι~arr4 • ~ •. ~・r ·•1cm ，信仰I蜘1icL011 1Jdd.t 
aa却代・

影印 8 couairo 

影印 8の見出しは「声色」、語義の訳は「つまり、 sonsone旬、あるい

は、声の調子j です。
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[P]Sonsonete das palavras. 

Accentus, us. Prosodia, ae. 

影印 9 sonsone↑e 

「PPL1697」は Pereyraの『Tesouroda lingua portuguesalJのことで、

この辞書には（1）、（2）、（6）に見られた「sonsonetedas palavras」が見出

し語としてあげられています17。そのラテン語の対訳が「Accentus,us. 

Prosodia, ae.」です。水谷（2015）によるとラテン語の「accentus」の語

義は 「1.アクセント、強勢。 2.強さ、激しさ。J、「prosodia」が「（音節

の）音調、アクセント」です。 Pereyraの初版は 1647年で、その頃には

「sonsonetedas palauras」という言い回しが固定化し、「sonsoneteJは

「アクセント、音調j という意味を持つようになっていたのでしょう。

「対訳ラテン語語葉集」でヒットしたこれら九つのうち（1）、（2）、（6）、

16 この「＊」が何を示すかは、不明です。

17 Pereyraの影印は、 BIBLIOTECANACION AL DE PORTUGALのホームペ

ージ、 http://purl.pt/29129/4/res-2941-a_PDF /res-2941-a_PDF _24-C-R0150/ 
res-2941-a_OOOO 1-222_t24-C-R0150.pdfによっています。
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(9）では「sonsonetedas palauras」という句にあらわれ、（3）では感嘆詞

「あそこな」にともなうもの、（4）では「sonsonetede palaura」、（5）、（6)

では「modode falar （話し方）」と並列、（7）では漢字の中国語音のこと、

(8）では「声色」、「声の調子」の意味で使われています。

馬場（2017）でもふれたように、（3）の「あそこなjは驚きの音調をと

もなったに違いありません。だから、（3）の「sonsonete」は「発話音調」

の意を持つものと考えられます。（7）の中国語音まで含めて考えると、

「sonsonete」は「発音のし方」くらいのぼんやりした意味で使われて

いたものと考えられます。

5 『サントスの御作業』

『サントスの御作業』の原題は『SANCTOSNO GOSAGVEO NO 

VCHINVQIGAQI』で、巻末に 72頁の ICONO NIQVAN no gofagueδ 

novchi funbet xi nicuqi cotoba no yauaragueJがあります。その 「Gon-biJ

の項に「sonsonete」があらわれます。以下が、その該当箇所です180

cotoba vo lt>al.iuras 

G飢・bi• I SonlonerelJa:;-
影印 l0 Gon-bi 

「Gon」の上の「cotoba」、「bi」の上の「voJはそれぞれ「ごんJ、「び」

の漢字「言」、「尾」の字義で、「Sonsonetedas palauras」は「語のアク

セント、音調」のことです。

fciuるぬnlb
no chiycno caxicoG to, ten匂 husるnobijin naru co 

to uo・mitc, yocoxima naru no.romi uo vocofaren 

~＜＞cuto,goめい·ouofixxi 阻maitゆ＇oximoto­
~＆ au飢ucoco uo ・noumai • 

影印 11 SANCTOS 

『サントスの御作業』本文の該当箇所は、影印 11です。

18以下の影印は、キリシタン資料集成（1979）『サントスの御作業』勉誠社に
よっています。
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ここで、 「gonbiJは「qixocu」とならべて使われています。Icotoba no 

yauaragueJに見られる 「qixocu」の記述は、影印 12のとおり です。

cocoro 21•) 1ro 。i-xocu・Scmbraute
影印 12 Qi-xocu 

ポル トガル語 「sembrante」の意味は 「顔、外見、様相」 で、見出し

語 「Qi-xocu」の上の「cocorono iro （心の色）」とは、かなりことなっ

ています。該当箇所の翻字は、「帝王サンタの知恵のかしこさ と、天下

無双の美人なること を見て、よこしまなる望みを起こされん気色と、言

尾とを察し給ひて、少しもと りあはぬこ とを宣ひ。J（キ リシタン資料集

成、1979）で、これを見る と 「qixocu」は見た目の様子、「gonbi」は物

言いの調子となり、文脈から解釈する と、どちらもあまりいい意味では

なさそうです。

6. 『ARTEGRANDE』の「sonsone↑eJ

Baba (2017）では、『ARTEGRANDEJJ と『ARTEBREVEJJにあらわ

れる計 13の 「sonsonete」を 「もったいぶった調子」、 「ゆるんで田舎臭

い調子」、「ポル トガル語の干渉J、「有声子音の前の鼻音性」、「イ ントネ

ーションのような韻律的特徴」の五つの意味で使われているとしました。

「韻律的特徴」というのは、言語音声の高さ、 長さ、強さなどで、個々

の語音とはことなる特徴のことです。

とれら五つのうちの、「イン トネーションのよ うな韻律的特徴」 の意

味で使われているのは、 『ARTEGRANDE』第 173葉表、裏の三つの

「sonsonete」で、これらは 「tomJ、および、 「accento」と並べて使わ

れています。

Bluteau (1789）の 「tom」、「accento」の記述は、以下の通りです。

TOM , f. m. certa inflexao da voz, § Certo grao de eleva¥ao, ou 

abatimento della, ou de outro fom v. g・，， o tom da agua que paff ava, e 

ca hiα，， 

訳すと、以下の通りです。
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TOM 男性名調、ある種の声の抑揚。 Sある程度の上昇、あるいは、
その上昇の、あるいは、他の音の衰弱 {ft/ ;f_ /;f；成れでいた、み-3 

いは、落ちていた水のtom。

つまり、声や物音の抑揚でしょうか。

ACCENTO , f. m. o tom de voz, com que fe pronunciao as vogaes, 

mais, ou menos fortemente. 

§ 0 final orthografico, com que indicamos o tom das vogaes. § A 

inflexao da voz, com que fe pronuncia alguma fraze interrogativa, 

admirativa, pathetica, e efte fe diz accento Oratorio, diverfo do das 

vogaes, que he prof百dico. 

訳すと、以下の通りです。

アクセント 男性名詞 おおよその場合強く発音される母音にと

もなう声の調子。S母音の調子を示すために使う正書法上の記号。
S質問だとか、感嘆や嘆願だとかのときの声の抑揚。韻律的である
ところの母音のアクセントとはことなり、 acentoOratorioとよばれ

るもの。

つまり、母音の調子、正書法上の補助記号、発話音調です。

「声や物音の抑揚」、「母音の調子」、「発話音調」に共通の意味をつむ

ぎだすと、やはり、「イントネーションのような韻律的特徴Jとなりそ

うです。

7. なぜ rsonsone↑eJなのか

ポルトガル人と日本人、 16、17世紀と 20、21世紀の違いはあっても、

同じ日本語教師だということで、私はずっと Joao Rodriguezを追い続
けています。その著『ARTEGRANDEJ) と『ARTEBREVEJ)に計 13あ

らわれる「sonsonete」の語義は謎に包まれ、研究が続けられてきまし

た。キリシタン研究自体がすすみ、Rodriguezの著作以外の「sonsonete」

にまで目が向けられるようになり、私も調べてみました。でも、結局、

現代のポルトガル語辞書（Houaiss、2009）にある以下の記述でいいよ

うに思います。
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sonsonete /e/ s.m.(1595) 1 modo de pronunciar; acento, 

pros6dia 2 acentua<;ao com que se proferem observa<;oes 

ironicas ou maliciosas 

訳すと、 「sonsonete」の強勢のある母音の発音は 「／e/（口の開きの狭

いエ）」で、 「男性名詞j、「（初出は） 1595年」で「1発音の方法。アク

セン ト、韻律」、「2皮肉や意地の悪さをあらわす発音上の強調」となり

ます。一つは 「発音のし方」 というおおざっぱな意味、そして、もう一

つは 「感じのよくない発音」 です。

では、なぜ「sonsonete」なのでしょう。その理由は、語の出自にあ

るよう です。

da Cunha (1982）によると、 「som（音）、 tom（調子）、 acento（ア

クセン ト）、 pronuncia<;ao（発音）」はすべてラテン語起源で、一方、

「sonsonete19」はHouaiss(2009）によると 1595年に、そして、Coromines

(1954）によれば 1604年にさかのぼるスペイン語起源の語です。つま

り、ポルトガノレ人にとって、 「sonsonete」は目新しかった。そして、

da Cunha (1982）によると、 「entona<;ao（イン トネーショ ン）」が現

われるのは 20世紀です。 「som、tom、acento、pronuncia<;ao」では表

現しきれず、後世の「entona<;ao20」が持つ意味を「sonsoneteJで言い

表したかったのでしょ う。
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天草記

馬場良二

今日は、 2017年 8月 15日。日本の降伏を天皇が国民につげた日だ。

黒髪小学校で、の教育実習が 28日から 30日、米国ブッカー ・T・ワシ

ントン高校が 10月25日水曜日、中国の広西大学と広西師範大学が 10

月31日から始まる。模擬授業があり、そのための教室の予約依頼がメ

ールで来る。航空券の予約と学生支援機構の奨学金の手続きを実習生た

ちに連絡し、黒髪小で、の実習生には「誓約書」を書いてもらう。試験期

間があけたばかり、うだるような暑さの中、学生たちが動いている。

2017年 8月 12日土曜日から13日日曜日にかけて、日文2年の東友

輝哲、英文2年の竹山陸斗と自転車で、天草へ行った。

そもそものことの起こりは、帯山通りのパチンコ屋の前あたりだ。今

年だったか、去年だったか、おぼえていない。ゴールデンウィークの前

の晴れて、暑い日だ、ったような気がする。街の方へ自転車で、走っていた

ら、竹山も走っていた。追いついて並んだか、それとも、立ち止まって

「今度、天草までチャリで行こう」と言ったか、とにかく、さそった。

しばらくすると、竹山から東も行くと知り、 7月の演習の授業のあと、

いつにするか聞かれ、試験のあとの 8月の早い時期、 11日から 13日あ

たりとなった。東が宿をとってくれた。

問題はいくつもあるが、一番は左のフクラハギだった。

大学に入って、バレーボールをはじめた。体力も筋力もないし、第一

に、運動神経がまるでない。だから、球拾いをしてすごそうと考えてい

た。しかし、弱小チームだったからだろう、 2年から試合に、後期から

スタメンになっていた。打ち込んだ。 3年の秋で引退したが、練習に出

続け、聞があいたのは、修士の 2年の 4月にブラジルへ留学した時だけ

だった。 2年間。帰国して、火水金土の練習にもどり、試合にもついて

行った。日本語学校に就職してからも土曜日の練習に出ていた。

1989年、熊本にやってきて、上京のときに顔を出すだけになった。

1993年に結婚し、体を動かすことはなくなった。そんな時だろうか、

文学部棟の玄関のコンクリートの上がりで縄跳びの二重とびをし、ふく

らはぎを痛めた。

-32-



一てv7 ,
申＼E・事量

．仙声。

匂l)
＠ 

電， ¥P .., 
電3 q期F島根市

•• ω。
唖畠

Go<gleMyMaps 

輩”山。

鶴飯町． 
匂P

働時
間E
－
 

隻

輝君F

／ ， 

A熊本県立大学
B ローソン熊本薄場
力合店

＠ 藍のあまくさ村
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自 国道266号線

日 旅館有明荘

＠ 有明町上津浦

田 国道324号線

日 松島有料道路

往復で250km。ときおり痛みがぶり返すようになったのは、

五十くらし、からだろう。 ひどい時は、横断し

ようと、歩道から車道におりただけで、いためたり。 2012年にバレー

ボールを再開してからは、パスをしていて後ろに一歩さがったときに、

いためたり。一度いためると、ひと月近く運動ができない。左足で地を

けろうとすると、「ピキッ ！」 といきそうになるか、いって しまうか。

今回いためたのは、7月の上旬だったと思う。 8月上旬の東京出張で

は、まだ足を引いていた。はじめて病院へ行った。肉離れだった。足首

をまげてフク ラハギの筋肉を伸ばすことはできるが、地を蹴るこ とやつ

ま先立ちなど、足首を伸ばす動作ができない。自転車をこいでいる最中

に悪化したら、 進めない。

ムクミも気になった。六十前あたりから疲れて夕方になると、両足の

フクラハギが浮腫むようになった。部活で激しい運動をすると、ムクミ

が引く。最近は、鍛えられ、よほど疲れていてもあまり浮腫まなくなっ

ていた。
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今回は、左だけだ。 8月に入ったころからひどくなり、一時は、足首

が右の倍ほどになった。

12日の朝 8時に研究室（/A）に集合。すでに自転車で天草まで、行った

ことのある竹山が先導し、東があとにつく。私と二人とどちらの方が私

のことを心配しているだろう。

まだ暑くない。爽快。東バイパスにでて、南下。九州新幹線にぶつか

る前で左折し、さらに南下。国道 57号線を走り、三角をとおり、天草

五橋をわたる。歩道部分が車道よりかなり高く、しかも、狭い。すき聞

から海が見え、吹きっさらしで風も強く、命があぶない。

昼食時には、元気だ、った。「ここまでは、楽勝だ」などと言い合って

いた。五橋の最初の橋をわたって「藍のあまくさ村（~）」についたと

きには、かなりできあがっていた。思った以上にのぼりが多く、きつい。

名産のちくわを頬張り、ソフトクリーム、かき氷を食べ、水分を補給。

五橋を渡りおえると上島で、山を越えていくか海沿いにすすむかを選択

した。もちろん、海沿いだ。

間違いだ、った。八代海沿いにすすんだのだが、登り下りがきっかった。

フクラハギは悪化していなかったが、腰がへんに痛くなり、疲れで、降

りて引くことが多くなった。宿（If）についたのは 6時を回っていた。

あした、自転車をこぐことができるのだろうか。

もともと自転車が好きだ、ったが、東京では持っていなかった。自分の

自転車は、小学校が最後だ、ったかもしれない。 1989年に熊本に赴任し、

すぐにロードレーサーを買った。空港まで行き、分解してパッキング、

羽田で組み立てて家に帰り、東京を走り回ったこともある。日本語学関

係の合宿が毎年九重であり、鹿児島大学の先生と行ったこともある。外

輪山はなだらかな路面が続き、空を飛ぶようだ、った。

阿蘇へ行ったのだから、次は、天草。そう思い続けて 2017年。よう

やく夢が実現した。しかも、教え子と一緒だ。

陸斗は、学部のオリエンテーションの日（入学式の前にある）だった

か、学期が始まってすぐだったか、「日本語教師という職業があるのを

はじめて知りました。勉強したいと思います」と研究室に言いに来た。

友輝哲は、鹿児島出身の癒し系で、日本語教師を目指して熊本へ来た。

二人は大の仲良しだ。陸斗は、英文女子全員からカワイイと言われ、友
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輝哲は拾ったネ

コを鹿児島から

連れてきて飼っ

ている。

陸斗は色白で、

顔も腕も膝もふ

らはぎも真っ赤。

友輝哲はもとも

と色が黒く、やけ

ていないし、痛く

もない。三人で風

自に入り、浴衣を

着て、 夕飯を食べ

た。

刺身にタイの塩焼きにカニに員汁、海老天もあった、ご馳走だ。デザ

ー トにメロンもあった。

部屋にもどると、私はう ごけない。壁に寄り掛かつてすわり 、微動だ

にできない。

エアコンの寝息、明け方ユキノリ が2回くしゃみをした。

7時半に朝食がととのい、9時すぎに出発した。 266号線に出てから、

大ゑびす像により、有明海側を海に沿って行く。大ゑびす像は、ふるさ

と1億円のとき、台湾から石を運んだそうだ。高さ lOm、重さ320t。

きのうは痛くなかったお尻がイタイ。グリップを握る手がイ タイ。 体

重をかけるだけで、 人差

し指と親指の股の皮膚が

イタイ。今もまだ痛い。

扇風機の風が当たり続け

た時のよう に右の肩甲骨

のあたりがイタイ。パシ

ッと張る感じだ。尻が痛

くてすわりなおそうとす

ると、 手に体重がかかつ

て、いたい。ブレーキを

かけるために手を持ちか

n
y
 

内

4



えると肩がイタイ。登り、下りに合わせてギアをこまめに変えなくては

ならない。そのたびに指の股が痛み、背がし1たむ。

上り坂で立ち こぎがしたくても、片足で体重全

部を支えること

せず降りて、引

おりるとき、

にはね上

らない。

身の力

る。

左

フハ

ちこたえ

むしろ、肉離

こかへ行ってし

れない。きのう、右のフ

感を覚えた。まさか右足が

はなく、筋肉痛のようだ。

ができない。力が入らない。無理

くのだが、自転車を止めて

右足を大きく後ろ

げなくてはな

息を止め、全

を振り絞

・.－！！！ のフク

ギは、持

ている。

れなんかど

まったカ瓦もし

クラハギに違和

肉離れ？そうで

ブラジノレからもどったばかりの頃、ま だ手がネットから

出ていた。ブロックに飛び、スパイクにさわれていた。でも、着地の方

が筋力を必要とする。全身のバランスも落ちていたし、タイミングもく

るっていたのだろう。失敗して、右ひざをねん挫したことがある。パン

パンに膨れ上がり、熱を持ったままアルバイトに行った。おさまって、

何年かした頃、その膝を職場の机の引き出しで軽く打ち、膨れ上がり、

水をためた。だから、今でも右ひざは弱く、それで、ひざの内側の筋肉

が痛みだしたのに違いない。

日が射すと、腕と膝とふくらはぎの日焼けが、ヤケドがヒリヒリ痛い。

もうとにかく、ドコもカシコも全部し1たい。年寄りはバランスが悪い

から、縁石にぶつけるんじゃないか、路面の溝にはまるんじゃないか、

何もないところでよろけて転ぶんじゃないか、気を張り続けなくちゃい

けない。ハンドルを強くにぎるせいで、胸の筋肉も張っている。道はど

んどん暗くなる。

それでも、無事に家についた。 9時に近い。シャワーで見ると、左の

足首がほそくなっていた。
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